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日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書 

報 告 者 森田 敏湖 市確認欄  

専門部会名 第 3 回  ケアマネジメント部会 

日   時 令和 8 年 9 月 29 日（火） 13 時 30 分～15 時 00 分 

会   場 日進市障害者福祉センター 大会議室 

出 席 者 
部会員 6 名 事務局 5 名 

※出席者名簿は、別添のとおり 

傍 聴 者 有り・ なし  

次第 

１ 議題 

(１)「にも包括ケアシステムの啓発」について 

（２）「地域課題の抽出」について 

２ 本日のまとめ、次回の検討課題について 

３ その他 

報告・検討 

の内容 

１ 議題 

(１)「にも包括ケアシステムの啓発」について 

①障害者週間に合わせて道の駅マチテラス日進にて開催されるイベントで

の、にっしんココロの支援ガイドブックの周知について協議を行った。 

→会場において部会員による周知活動は実施しないため、12 月 6 日のイベン

ト当日は、多目的室等にリーフレットを配架することとした。 

 

②ガイドブックの周知を図るためのリーフレットや卓上 POP の配架先につ

いて協議を行った。 

ガイドブックの委託先へリーフレット作成の可否を確認し、作成について

了承を得ていることを共有した。配架先については、日進市内の日中活動系

サービス及び通所系サービス事業所を中心とすることを確認した。 

→12 月 6 日のイベントに合わせて啓発資材を作成することとした。デザイン

案については電子連絡帳ヘルピ―ネットにて部会員と共有し、配架先一覧表

に基づき配架することとした。 

 

③外部の方を含めた意見交換会（第 4 回ケアマネジメント部会（令和 8 年

11 月 24 日））について、にも包括ケアシステムの推進を目的とし、和合病院

ソーシャルワーカーと意見交換をすることについて協議した。 

・にも包括ケアシステムの対象範囲が広いため、課題の優先順位を整理し

ながら検討するとよいのではないか。 

・医療従事者が、にも包括ケアシステムをどのように捉えているのかを伺

い、福祉及び行政の視点や考えを共有してはどうか。 

・ガイドブックの充実を図るため、医療従事者から意見を聴取してはどう

か。 



・外来患者及び入院患者の状況は以前と比較して変化していると考えられ

るため、病院の現状や方向性を共有できるとよい。 

→外来・入院患者の変化や病院の方向性を確認し、部会員からは福祉の分野

における関心や困りごとを共有することで、医療と福祉の相互の理解を深め、

ガイドブックへの意見を伺うことで、今後の部会活動に反映をしていくこと

を確認した。 

 

（２）「地域課題の抽出」について 

 部会員より募った事例の中から 1 事例を選び、地域課題抽出シートを用い

て地域課題の抽出を行った。 

 事前に、電子連絡帳ヘルピ―ネットにて事例と地域課題抽出シートを共有

し、部会員より「本人、家族、事業所、地域での困りごとや希望」と「今あ

る社会資源」について意見をいただき、事務局にて「困りごとの整理、個別

の課題」をまとめたものを再度、電子連絡帳ヘルピ―ネットにて共有をし、

当日の部会において「地域課題から見えてきたこと」、「あったら良い社会資

源」について協議を行った。 

 

〈地域課題として見えてきたこと〉 

家族のための精神疾患に関する学習の機会が不足していることや、対象者

自身の生活環境と社会との乖離に気付くための機会が少ないことが課題とし

て挙げられた。また、夫婦関係に関する相談の場や、幼少期から継続的に相

談できる仕組み、インターネット環境を活用した相談先の充実が求められる

との意見があった。さらに、障害者を対象とした社会資源が不足しており、

入院に至る前の段階で支援につながる仕組みが必要との意見が挙げられた。 

 

〈あると良い社会資源〉 

 ・SNS 等を活用し、匿名で気軽に相談ができる場 

 ・分野を広げた電話相談 

 ・就労において自身の適性を見極めてくれる相談の場 

 ・人や就労先との出会いの場 

 ・障害特性や精神の不調について若い世代へ周知する機会 

 ・女性相談等の相談先が周知されるとよい 

 

２ 本日のまとめ、次回の検討課題について 

「にも包括ケアシステムの啓発」は障害者週間のイベントに合わせて作成

し、会場及び市内事業所へ配架することを確認した。 

外部を含めた意見交換は第 4 回ケアマネジメント部会で実施予定。医療と

福祉の現状を共有するとともに、ガイドブックに関する意見を聴取し、今後

の部会活動に活かしていくことを確認した。 

「地域課題の抽出」は事例を用いて検討を行った。 

提出書類 別添のとおり 

次回開催日時 令和 8 年 11 月 24 日（火） 13 時 30 分～15 時 00 分 

次回会場 障害者福祉センター 大会議室 

 

 



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿 

 

番号 選任内容 氏名 所属等 備考

1 施設入所支援 脇本　浩行
社会福祉法人名東福祉会
レジデンス日進

2 特定相談支援 磯村　有美
社会福祉法人あじさいの会
相談支援事業所希望

3 特定相談支援 福岡　玲奈
社会福祉法人ポレポレ
相談支援事業所Refine

4 特定相談支援 神谷　真里
株式会社アンジュ
地域相談支援センターあんじゅの森

欠席

5
放課後等デイサービス
日中一時支援

竹内　由美子 NPO法人じゃんぐるじむ 欠席

6 共同生活援助 滝川　智恵子
元気創健株式会社
ランズビー梅森台

欠席

7 就労継続支援B型 小山　貴弘
合同会社ジョブ・サポート
ジョブサポあさだ

8 保健所 坂口　優里 瀬戸保健所こころの健康推進グループ

9 社会福祉協議会 福田　有輝 社会福祉法人日進市社会福祉協議会

10 事務局 大澤　紀夫 日進市福祉部地域福祉課

11 事務局 武田　裕子 日進市福祉部地域福祉課

12 事務局 宇佐美　香津美 日進市地域生活支援センター

13 事務局 白井　暢子 日進市子ども発達支援センター

14 事務局 森田　敏湖 日進市地域生活支援センター

令和８年度　ケアマネジメント部会員名簿

 


